
菊川�は、こども・若者の想いや�⾒を�いて、みんながやりたいことが

できるように、この��をつくったんだよ�  
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 � た ち が ⽬ 指 す も の  

 �たちは、�てのこども・若者が、地域に�えられ、⾃�らしく⾃�

の想いを�し、その�利が�められ、�られて、��することができる

「まち」をつくります。 
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「��」はすでにある活動に�わることで、「��」はある活動の��か

ら�わって、 積�的に�り�むことだよ。あなたが��すると、あなたの
想いや�⾒が尊重され、その活動の��や決�をより良いものにしていく

ことができるんだよ。
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菊川市こども・わかもの参画宣言
きくがわし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   さんかく　 せんげん　

  こども・若者は、�の��を⼀�につくっていく仲間です。�たちは「みんな

が⾃�らしく⾃�の想いを�し、��できる��」にすることを⽬指します。

  菊川�では、地域、��、NPO*、��、���などの団体、みんなが協⼒しな

がら、こども・若者たちが⾃�から まちづくりへ ��できる ように ��って �

り�んできました 。 こども・若者は 、⾃�から積 � 的 に何かをしてみたり、⾃

�の�えを�え、ちゃんと受け⽌められたりすることが、地域が�きになったり、

友�や周りの�を�頼したり、⾃�を⼤事に思ったりすることに�立ちます。 ま

た、こども・若者の��は�利として�められ、�られていくことも⼤切です。 

 このことから、�たちは、「こども基��」*の�えをもとに、こども・若者が

まちづくりへさらに��していくことを⽬指し、⼀�に協⼒して�り�んでいくこ

とをここに��します。 
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�たちは、�てのこども・若者が、あたりまえに��・��できる「まち」をつくります。 

② ⼤� 

① こども・若者 
�たちは、�てのこども・若者が�⾒を�すことができる��をつくり、その�⾒をまちづく

りへ�り�れるように��ります。また、すぐに�⾒を�すことができないこども・若者が�

�して、�⾒を�えるように助けていきます。 
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�たちは、⾃�の想いや�⾒を�すだけでなく、⾃�がなかったり、�⾒が持てなかったり、

さまざまな状況で�える��がなかったりするなど、すぐに�⾒を�すことのできないこど

も・若者の声も⼀�に�けられるように��ります。 
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�たちは、「�てのこども・若者が��・��できるまち」にするため、さまざまな�たち

と協⼒して⼀�に�り�みます。 
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 �葉の�� 

この��で使われる「まちづくり」とは、地域を

活発にして、にぎわいづくりをすることだけでは

なく、地域・ＮＰＯ・��・��・���など幅

�い�野で、それぞれの立場で�える、��を良

くするための活動すべてのことです。 
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 この��は、こども・若者、��・NPO・��・��・���の�たちが�まり「菊川�こ

ども・わかもの��協��」で何度も�し�い、こども・若者の�⾒を�来る�り�り�れて作

りました。また、��を作るうえで、より�くのこども・若者の�⾒や想いを�り�れるため、

中�⽣への�識�査(アンケート)と、��⽣が��するワークショップを⾏いました。 
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『�たちが⾏っていくこと ２』は、「こども・若

者」と「⼤�」で��が�うため�けて書いてい

ます。 

「 ⾃�の�⾒を�すこと
�⾒が受け�れられること」について 
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「こども基��」ってなに� 
こども・若者が⾃�らしく、�せに成�できて、暮ら

せるような��を�現するための�律です。 
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利�を⽬的としないで、��をよりよくするために

活動する団体です。 
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エヌ ピー オー

りえき    

かつどう        だんたい

「�てのこども・若者」ってどういうこと� 
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菊川�に�む・�うなど、菊川�に�わる�ての

こども・若者のことです。 
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菊川�に�わる�ての�たちのことです。菊川��体

で「こども・若者の��」を��するため、主�を

「�たちは」にあわせています。 
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